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平成 18年度財団法人山形県体育協会事業報告 

１ 県民総スポーツの推進に関する事業 

（１）地域団体（市町村体協等）の活性化 
① 市町村ジュニアスポーツ振興事業（6市町村体育協会） 
ア、山辺町  イ、大石田町  ウ、真室川町  エ、鮭川村 
オ、小国町  カ、酒田市（八幡） 

② 各地区体育協会連絡協議会の活動支援（7地区） 
（２）スポーツ少年団の育成（別紙） 
（３）公認スポーツ指導者の養成と活用 
① 日体協公認スポーツ指導者養成講習会の実施 
ア、指導員養成講習会（専門科目） 
 競 技 名   ソフトボール 
 期  日   平成１８年１１月５・１８・１９・２６日 

１２月３・１０日（６日間） 
 会  場   上山明新館高等学校他 
 養成人数   ２７名 
 
イ、上級指導員養成講習会（専門科目） 
 競 技 名   バレーボール 
 期  日   平成１８年９月１６～１８日 （３日間） 
 会  場   山形市総合スポーツセンター 

     養成人数   １９名 
 

 競 技 名   ソフトボール 
 期  日   平成１８年１１月５・１８日 

１２月３・１０日  （４日間） 
 会  場   上山明新館高等学校他 

     養成人数   １２名 
 
    ウ、上級指導員養成講習会（共通科目Ⅱ） 

競 技 名   バレーボール・ソフトボール 
 期  日   平成１８年１１月１１～１２日 （２日間） 
 会  場   山形県スポーツ会館 

     養成人数   ２６名 
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② 県スポーツ指導者協議会との連携 
共催事業として「山形県スポーツ指導者研修会」を開催 
 

（４）総合型地域スポーツクラブの育成支援 
① クラブ育成委員会の開催（２回） 
② クラブ育成アドバイザーの配置（畠山重行） 
③ 育成指定クラブへのクラブ創設に向けた指導と支援（１３クラブ） 
④ クラブマネージャー研修会の開催（２回・共催） 
⑤ 総合型地域スポーツクラブ啓発研修会の開催（５回・共催） 
⑥ 指定育成クラブ連絡協議会（２日間）を「サミット in山形」として開催 
⑦ 指定育成クラブに対する現地ヒアリング（１３クラブ：各 2～4回） 
⑧ 日本体育協会開催会議・研修会への出席 
（クラブミーティング・生涯スポーツコンベンション・担当者会議） 

⑨ 市町村教育委員会・体育協会啓発指導（22市町村・連携）並びに設立総
会（9クラブ） 

⑩ 総合型地域スポーツクラブ啓発用リーフレットの作成 
⑪ その他総合型地域スポーツクラブ育成に向けた活動（会議・広報等） 

 

２ 競技力の向上に関する事業 

（１）強化コーチングスタッフ及び強化指定選手の指定 
    第 61 回国体夏・秋季大会及び第 62 回国体冬季大会において優秀な成

績を収めるため、コーチングスタッフ並びに優秀指定選手の指定を行う

とともに、競技団体の激励を実施した。 
（２）国際競技大会出場選手等に対する激励費の交付 
    延べ２６名の選手等に激励金を交付した。 
（３）山形県スポーツ指導者講習会の開催（共催事業） 

日本体育協会・山形県スポーツ指導者協議会・山形県企業スポーツ振興

協議会・スポーツ安全協会山形県支部・山形県体育協会主催、山形県教

育委員会・山形県高体連・山形県中体連の後援のもと日体協公認スポー

ツ指導者及び県体協の推薦するスポーツ指導者等を対象に、研修会を開

催し、指導者の資質の向上を図った。 
期  日   平成１８年１１月２５日  
 会  場   山形県総合運動公園 大会議室 

     参加人数   ２１９名 
     講  師   ○齋藤 学（左沢高等学校） 
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            「望ましい指導者とは  ～役割と心構え～」 
            ○白木 仁（筑波大学） 
            「トレーニングの科学」 
            ○畠山 重行 
            「総合型地域スポーツクラブづくりと公認スポーツ

指導者の関わりについて」 
（４）女子駅伝強化事業 
    全国都道府県対抗女子駅伝競走大会に出場する本県チームの強化事業

に対し助成を行った。 
（５）トレーナー帯同支援事業 
    東北総体並びに国民体育大会における選手のコンディショニング等を

行い、競技に万全を期することを目的とし、トレーナーの帯同、派遣を

行った。 
    ア、東北総体  サッカー・ソフトボール・ラグビー・ホッケー 
            バドミントン・ボクシング・ハンドボール 
    イ、本大会   ソフトボール・剣道・卓球・陸上競技・ボクシング 
            水泳・バレーボール・バスケットボール・ホッケー 
    ウ、冬季大会  スケート・スキー 
（６）山形県競技スポーツ選手交流会の開催 
    本県スポーツ界の更なる発展を期し、各競技団体の役員・監督コーチ・

選手・市町村体育協会の役員・学校体育団体及び企業等、県内のスポー

ツ関係者が一同に会し、交流を通して一層の発展を図ることを目的とし

交流会を実施した。 
ア、 期 日  平成 18年 12月 1日 
イ、 会 場  ホテルメトロポリタン山形 
ウ、 参加者  359名 

 

３ 競技強化特別対策事業 

（１）優秀指導者・選手確保事業 
スポーツアドバイザー１名、スポーツ指導員 3 名、スポーツ技術員６
名の優秀指導者・選手を委嘱・採用し、強化指導の実施と国際大会や全

国規模大会等への派遣等を行った。 
（２）競技強化支援事業 

ア、 山形県スポーツ振興21世紀協会が行う競技力向上及び普及事業に
対し、助成を行った。 
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イ、 山形銀行女子バスケットボール部が行うスポ少・中学・高等学校

バスケットボールクリニック等、競技力の向上・普及事業に対し

助成を行った。 
（３）企業スポーツ支援事業 
     山形県企業スポーツ振興協議会が行う企業スポーツ振興事業に対し

助成を行った。 
（４）スーパーキッズ育成事業 
     運動能力の高い小・中学生を対象に基本的な体力・運動能力を更に

向上させ、適切な専門競技への選択・移行ができるようなプログラム

の提供を図る事業の検討を行った。 
 

４ 各種大会の開催並びに派遣に関する事業 

（１）第 61回国民体育大会県予選会（夏秋季） 
     主 会 期  7月 7日～9日 
     実施競技  ３８競技   

参加人数  ７１５５名 
（２）第 44回全国スポーツ少年大会 
     7月 29日～8月 1日 開催 
（３）県内スポーツフェスティバル（少年少女スポーツ交流大会） 
     10月 1日（主会期） 県内各地で開催 
（４）第 33回東北総合体育大会（宮城県） 
     会  期  8月 25日～27日（主会期） 
     参加人数  １１８７名 
（５）第 61回国民体育大会（夏秋季） 
    会  期   9月 30日～10月 10日（兵庫県） 
    参加人数   ５７６名 
    成  績   男女総合 959点 22位 
           女子総合 518点 22位 
（６）第 62回国民体育大会県予選会（冬季） 

ア、スピードスケート     12月 9日 
山形市総合スポーツセンタースケート場 

   イ、フィギュアスケート    12月 9日 
                 ウェルサンピア山形屋内スケート場 
   ウ、アイスホッケー      11月 3日～5日 
                 ウェルサンピア山形屋内スケート場 
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   エ、スキー アルペン     1月 2０日 赤倉温泉スキー場 
         ジャンプ     1月 19日 蔵王ジャンプ台 
         クロスカントリー 1月 19日～21日 秋山スキー場 
（７）第 62回国民体育大会冬季大会 

① スケート競技 
期  日  平成 19年 1月 27日～31日   
会  場  群馬県 
参加人数  ２５名   男女総合成績  46点  19位 
            女子総合成績  10点  20位 

② スキー競技 
期  日  平成 19年２月１０日～１３日   
会  場  秋田県 
参加人数  ９７名   男女総合成績  54点   6位 
            女子総合成績  30点   5位 

（８）国体及び東北総体出場選手に対するユニフォーム作製費補助 
  ＜補助内訳＞ 
   東北総合体育大会     （役員・監督・選手）  1，０００円 
   国民体育大会夏・秋季大会 （役員）       １５，０００円 

国民体育大会夏・秋季大会 （選手・監督）     ６，１５０円 
   国民体育大会冬季大会   （役員・監督・選手） １７，５００円 
 

５ 加盟団体育成に関する事業 

（１）競技団体の育成（競技の普及及び強化事業の推進） 
国体正式種目外競技団体に対し、強化費を交付し育成を推進した。 

（２）地域団体の育成（地域スポーツ振興事業の助成） 
地区体育協会及び地区体育協会連絡協議会に対し、助成金を交付し地域

スポーツ振興事業の助成を図った。 
（３）学校体育団体の育成（中体連・高体連の事業に対する助成） 

県中体連及び県高体連に対し助成金を交付し、連盟事業の促進を図った。 
 

６ 広報に関する事業 

（１）県体協機関紙（スポーツ山形）の発行    ８４号・８５号 
（２）スポーツ少年団広報誌（大空に翔る）の発行     ２３号 
（３）総合型地域スポーツクラブ啓発リーフレットの発行 
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（４）ホームページの運営    
体協関連ニュースをアップロード 

（５）資料展示室の整備・充実 
 

７ 顕彰に関する事業 

（１）本会表彰規程に基づく顕彰 
  本会表彰規程に基づき、理事会で決定し表彰した。 
  ①殊勲賞：団体３・個人６２名 
  ②奨励賞：団体２・個人２１名 
  ③功労賞：１３名 
  ④感謝状： ４名 
 

８ 財政の確立と組織体制の確立 

（１）財政基盤の確立 
賛助会員制度の充実等財政基盤の整備・拡充について検討を行った。 

（２）専門委員会の充実 
組織の活性化を図るため専門委員会の充実を図り、委員会を開催した。 

（３）事務局組織体制の充実強化 
 

９ スポーツ医科学活動の推進 

（１）日本体育協会公認スポーツドクター及びスポーツプログラマー、アスレ

ティックトレーナーの資格取得促進と活用 
＜平成１９年３月段階の登録＞ 
スポーツドクター      ５６名 
アスレティックトレーナー   ５名 
フィットネストレーナー    ５名   

（２）「スポーツ医科学研究報告書」の作成 
＜掲載内容＞ 

    スポーツ医科学に係る提言、県内高校運動部巡回指導記録 
国体・東北総体帯同ドクター・トレーナー報告 

（３）国体への帯同ドクターの派遣 
①本大会  ４名 
②冬季大会 １名 
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（４）トレーナー帯同支援事業 
東北総体・国体で、延べ１８競技に派遣 

（５）アンチドーピング普及・啓発事業の推進 
各季大会結団式（監督会議）並びに選手強化講習会において講習会を実

施した。 
（６）スポーツ医科学研究組織体制の充実 
 

１０ 事故防止と補償制度の活用 

（１）スポーツ活動における事故防止の徹底と補償制度の活用促進 
国体予選時において、選手・監督に対し国体参加者傷害補償制度（保険）

への加入を行った。 
また、東北総体・国体出場者の追加保険料の助成を行った。 

（２）（財）スポーツ安全協会山形県支部との業務連携 
＜参考＞ 
１各種会議の開催 
①県体協理事会       ５／２６、１０／２０、１／２４、３／２３ 
②県体協評議員会      ５／２６、１／２４、３／２３ 
③県体協各専門委員会                   
  企画委員会           １２／２０ 
  スポーツ医科学委員会       ７／４ 
  強化委員会            ６／２９、１２／２６ 
  財務委員会            ３／９ 
⑤東北総合体育大会代表者会議     ８／１７ 
⑥各季国民体育大会代表者会議     ９／１５ 
⑦国体県予選会実行委員会・事務局会  ５／９、６／７   
２出席会議等 
 ①日本体育協会評議員会           ６／２１  ３／２８ 
 ②日本体育協会加盟団体事務局長会議     ４／２５ 
 ③都道府県体育協会連合会総会        ６／２０ 
 ④都道府県体育協会連合会事務局長研修会  １０／２５・２６ 
 ⑤都道府県体育協会連合会事務局職員研修会 １１／２９・３０ 
 ⑥東北六県体育関係者会議          ５／９・１０ １１／９・１０ 
 ⑦スポーツ安全協会担当体育協会事務局連絡協議会 ６／１・２ １１／１６・１７     

 ⑧スポーツ安全協会北海道・東北ブロック会議 １１／９・１０ 
 ⑨スポーツ安全協会担当者会議         １／２６ 


